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送現象 )の記述 を省 いたこ とを残念 に思 わない と言 わ しめている｡ ここでは極 く簡単 なモ
デ ル を 2､ 3紹介 してお こ う｡
最初 に紹介 す るの■は Holenbergと Ha･lpel叫 4]に よってモデ ル A と呼 ばれた非保 存系
の場合のモデ ルである. この方程式 は次 の様 に理解 で きる｡系 は有効 自由エ ネルギー Fを
減 らす方 に緩和 す るO従 って芸 ≦ O を充 たすoF%秩 序変数¢の汎関数で奉 る とす る と
芸 - /drg 雷 とfil.るo従 って最 も簡誓 緩和 型の方程式 は
･舶 矩 一環 (1,
であ る｡但 し輸送係数 は正定借 である｡勿論 ､この方程式では熟平衡状態へ緩和 しないの
で揺動散逸定理 を充 たす熟揺 らぎを足 してお くのが普通であ る｡ しか し非平衡性の強い急
冷 したあ との緩和 では熟揺 らぎは重要ではない｡
次 に簡単 な動 的モデ ルはモデ ル Bl4]ともICahl-Hillal･d方程式 とも呼 ばれる保存系 のモ
デ ルであ るo この方程式 も上 の場合 と同様 に理解 で きるoや は り芸 ≦ Oを指導原理 にす
る｡秩序変 数 は保 存す るので カ レン トjを用 いて∂t¢ ニ ー∇ ･j●と書 け るだろう｡従って
芸 - /drg 雷 -J drg ,
すれば




これらのモデルでは通常 Fに村 しては秩序変数の Laldatl展開
F-/rl芸(∇¢)2･f(@)] (3)
で J(め)ニ aー¢2+b4,4を用いている｡しかしHohenberg､Ha･lperi1[4】の頃のように臨界点





























































ppHaか V･Vv] - -¢,(p.買 上 Ppbge2.掴 ,(u-V,I, ･J
pf6[∂tu+u･∇u]--6∇p-pf如ez- ((4,)(u-V)
となる｡ここでストレステンソルcrijは
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